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（1） 名称及び代表者名 

加藤段ボール株式会社 

代表取締役社長 堀井徹 

 

（2） 所在地 

本社・野田工場  千葉県野田市木間ケ瀬 5367-1 

いわき工場    福島県いわき市小名浜字芳浜 11-71 

須賀川工場    福島県岩瀬郡鏡石町大宮 360-18  

藤沢工場     神奈川県鎌倉市関谷 1718  

   

（3） 環境管理責任者名及び担当者連絡先 

責任者   代表取締役社長 堀井徹    TEL：04-7198-2235 

担当者   総合企画部部長 鈴木健一   TEL：04-7198-2235 

        総合企画部係長 片見由紀子  TEL：04-7198-2235 

（4） 事業内容 

段ボールケースの製造販売、印刷化粧箱及び緩衝材、その他梱包資材一式販売 

 

（5） 事業の規模 

       2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 

売上高(単位百万円) 3,155 3,191 3,221 3,085 3,272 3,556 

  

 野田工場 いわき工場 須賀川工場 藤沢工場 

従業員総数 54名 43名 26名 15名 

(上記の内 パート数) 7名 6名 5名 7名 

延べ床面積 7,037㎡ 2,167㎡ 1,803㎡ 1,017㎡ 
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(6)実施体制 

 
 

 

担当 役割・責任・権限 
代表者 ・環境経営に関する統括責任 

・環境管理責任者を任命 

環境管理責任者（社長） 
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を
準備 

  ・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知 
  ・環境目標・環境活動計画書を承認 
  ・全体の評価と見直しを実施 
  ・環境活動レポートの承認 

  ・環境経営システムの構築、実施、管理 
  ・環境関連法規等の取りまとめ表を承認 
  ・環境目標・環境活動計画書を確認 

  ・環境活動レポートの確認 

環境チーム ・環境活動の取組結果を代表者、環境管理責任者へ報告 
  ・環境管理責任者の補佐、EA21の事務局 
  ・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施 
  ・環境目標、環境活動計画書原案の作成 
  ・環境活動の実績集計 
  ・環境関連の外部コミュニケーションの窓口 
  ・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付） 

  
・環境に関する内部監査の計画 
・環境に関する内部監査の実施・報告 
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担当 役割・責任・権限 

工場長・環境リーダー ・自工場における環境方針の周知  

 ・自工場の従業員に対する教育訓練の実施 

  ・自工場に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告  

  ・自工場に必要な手順書の作成及び手順書による実施  

  ・自工場に想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成 

   試行・訓練を実施、記録の作成  

  

・自工場の問題点の発見、是正、予防処置の実施 

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理 

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施  
全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚 

   ・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

1）認証・登録番号： 0011852 

2) 認証・登録事業者：加藤段ボール株式会社 

                     千葉県野田市木間ケ瀬 5367-1 

3) 事業活動： 段ボールケースの製造販売、印刷化粧箱及び緩衝材、 

その他梱包資材一式販売 

4) 対象事業所：本社・野田工場、いわき工場、須賀川工場、藤沢工場 

5) 認証・登録日：2017年 6月 7日 

6) 更新・登録日：2021年 6月 7日 

7) 有効期限：  2023年 6月 6日 

8) 環境経営レポート：活動期間 2022年 4月 1日～2023年 3月 31日 

           作成日  2023年 4月 27日 
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＜基本理念＞ 

私たちは、ますます深刻化する地球温暖化への対応や、有限である資源の有効活用が人類共通の重

要課題と考えています。 

段ボール製品の製造等の事業活動における、環境負荷の低減や、社会に貢献する製品の提供を、全

社一丸となって、自主的・積極的に環境への取組を進めてまいります。 

＜行動指針＞ 

1． 具体的に次のことに取り組みます。 

① 電力・自動車燃料・LPG 等の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減。 

② 廃棄物の３R（減量、再使用、再生利用）の推進。 

③ 水資源の節約。 

④ 有害な化学物質使用を削減。 

⑤ グリーン購入やグリーン調達の推進。 

⑥ 環境に配慮した製品の開発、製造、販売を促進。 

⑦ 工場周辺の清掃活動の推進。 

2． 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。 

3.  環境方針は全従業員に周知するとともに公表します。 

 

制定日：2013 年 11 月 11 日 

改定日：2021 年  6 月 24 日 

   

代表取締役                   

堀井 徹 



7 

 

       

 

 

 

 

第 2 次中期 3 ヵ年計画の全社指標は 2022 年 4 月 28 日付けで策定しましたが、2022 年度は事業活動の変更もあ

り、下記の通り指標の見直しを行いました。 

 ・事業活動の主要な変更点 

① 野田工場において 2022 年 9 月にコルゲートを停止し、それに伴いシート生産もなくなりました。 

シート生産設備（コルゲート）、及びボイラー等の付帯設備は撤去しました。 

② いわき工場は太陽光発電や新設備を有する新工場を建設中です。 

新工場は 2024 年度 1 月稼働を予定しています。 

③  既存施設については下記の指標に基づき活動します。 

4-1 第 2 次中期 3 ヵ年計画の全社指標の見直し 

環境活動テーマ 項目 全社指標 

電力の二酸化炭素削減 電力使用量 前年度の原単位(生産量当たり)を毎年 0.01 削減 

自動車燃料の二酸化炭素

排出量削減 

ガソリン使用量 前年度の実績から毎年 1%削減 

軽油使用量 前年度の実績から毎年 1%削減 

ボイラーの二酸化炭素排

出量削減 
LPG 使用量       2022 年 9 月停止のため削除 

その他燃料の二酸化炭素

削減 

LPG 使用量       前年度の実績から毎年 1%削減 

灯油使用量     前年度の実績から毎年 1%削減 

一般廃棄物の削減 自社廃棄物 前年度の実績から毎年 1%削減 

産業廃棄物の削減 自社廃棄物 前年度の原単位(生産量当たり)を毎年 0.01 削減 

水使用量削減 水道水使用量    前年度の実績を維持 

生産量 段ボールケース 前年度の実績から毎年 1%増加 

※全社指標 「基準年度(2019 年度)の実績」から「前年度の実績」へ変更 

※原単位は 0.01 削減とする 

  

4-2 当初中期環境経営目標 

4-2-1 野田工場                                        (2022年 4月 28日 改定) 

      年 度 
単位 

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 

  項 目   実績 目標 目標 目標 

電力の二酸化炭素削減 電気使用量     kWh 749,574 742,078 742,078 742,078 

  原単位 kWh/t 68.52 67.83 67.83 67.83 
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自動車燃料の二酸化炭

素排出量削減 

ガソリン使用量  ℓ 16,029 15,869 15,869 15,869 

軽油使用量     ℓ 1,884 1,865 1,865 1,865 

ボイラーの二酸化炭素

排出量削減 

LPG 使用量     kg 86,505 85,640 85,640 85,640 

原単位 kg/t 7.91 7.83 7.83 7.83 

その他燃料の二酸化炭

素削減 

LPG 使用量       kg 7,384 7,310 7,310 7,310 

原単位 kg/t 0.67 0.66 0.66 0.66 

灯油使用量     ℓ 0 0 0 0 

二酸化炭素排出量 kg-CO2 747,386 766,467 766,467 652,557  

一般廃棄物の削減 自社廃棄物 kg 1,655 1,638 1,638 1,638 

産業廃棄物の削減 
自社廃棄物      kg 25,100 24,849 24,849 24,849 

原単位 kg/t 2.29 2.27 2.27 2.27 

水使用量削減 水道水使用量    ㎥ 830 822 822 822 

生産量 
段ボールシート t 4,099 4,140 4,140 4,140 

段ボールケース t 6,841  6,909 6,909 6,909 

有害化学物質適切管理 ― 使用量把握 チェックシートで評価 

グリーン購入の推進 ― 購入量把握 チェックシートで評価 

製品への環境配慮 ― FSC 製品商品化   チェックシートで評価 

主な改正点 

② 2022 年度の目標値は前年度実績に対する増減とし、2023 年度、2024 年度は同じ目標値とした。 

  ②電力の排出係数は、北海道電力㈱の令和 2 年度調整済排出係数 0.601kg-CO2/kWh を使用。 

  ③化学物質は生産に使用するインキ成分が主で、削減することが出来ないので使用量把握とする。 

③ グリーン購入は事務用品が主であるが、品目的に購入する物が限られてきたので、活動は進めるものの 

   購入比率は止めて定性評価とする。 

 

4-2-2 いわき工場                                    (2022年 4 月 28日 改定) 

      年 度 
単位 

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 

  項 目   実績 目標 目標 目標 

電力の二酸化炭素削減 電気使用量     kWh 282,698 279,871 279,871 279,871 

  原単位 kWh/t 63 62.37 62.37 62.37 

自動車燃料の二酸化炭

素排出量削減 

ガソリン使用量  ℓ 7,575 7,499 7,499 7,499 

軽油使用量     ℓ 0 0 0 0 

その他燃料の二酸化炭

素削減 

LPG 使用量       kg 30 30 30 30 

灯油使用量     ℓ 281 278 278 278 

二酸化炭素排出量 kg-CO2 167,061 164,553 164,553 164,553 
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一般廃棄物の削減 自社廃棄物 kg 641 635 635 635 

産業廃棄物の削減 
自社廃棄物      kg 11,330 11,217 11,217 11,217 

原単位 kg/t 2.54 2.51 2.51 2.51 

水使用量削減 水道水使用量    ㎥ 417 413 413 413 

生産量 段ボールケース t 4,453 4,498 4,498 4,498 

有害化学物質適切管理 ― 使用量把握 チェックシートで評価 

グリーン購入の推進 ― 購入量把握 チェックシートで評価 

製品への環境配慮 ― FSC 製品商品化   チェックシートで評価 

 

主な改正点 

① 2022 年度以降の目標値は前年度実績に対する増減とし、2023 年度、2024 年度は同じ目標値とした。 

   原単位は 0.01 削減とする。 

② 電力の排出係数は、大和ハウス工業(株)の令和 2 年度調整済排出係数 0.523kg-CO2/kWh を使用。 

  ③化学物質は生産に使用するインキ成分が主で、削減することが出来ないので使用量把握とする。 

③ グリーン購入は事務用品が主であるが、品目的に購入する物が限られてきたので、活動は進めるものの 

   購入比率は止めて定性評価とする。 

 

 

   4-2-3 須賀川工場                                               (2022 年 4月 28日 改定) 

      年 度 
単位 

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 

  項 目   実績 目標 目標 目標 

電力の二酸化炭素削減 電気使用量     kWh 132,736 131,409 131,409 131,409 

  原単位 kWh/t 50 49.5 49.5 49.5 

自動車燃料の二酸化炭

素排出量削減 

ガソリン使用量  ℓ 4,259 4,216 4,216 4,216 

軽油使用量     ℓ 0 0 0 0 

その他燃料の二酸化炭

素削減 

LPG 使用量       kg 28 28 28 28 

灯油使用量     ℓ 1,850 1,832 1,832 1,832 

二酸化炭素排出量 kg-CO2 84,391 83,152 83,152 83,152 

一般廃棄物の削減 自社廃棄物 kg 480 475 475 475 

産業廃棄物の削減 
自社廃棄物      kg 3,910 3,871 3,871 3,871 

原単位 kg/t 1.48 1.47 1.47 1.47 

水使用量削減 水道水使用量    ㎥ 398 394 394 394 

生産量 段ボールケース t 2,643 2,669 2,669 2,669 

有害化学物質適切管理 ― 使用量把握 チェックシートで評価 

グリーン購入の推進 ― 購入量把握 チェックシートで評価 

製品への環境配慮 ― FSC 製品商品化   チェックシートで評価 



10 

 

 

主な改正点 

① 2022 年度以降の目標値は前年度実績に対する増減とし、2023 年度、2024 年度は同じ目標値とした。 

   原単位は 0.01 削減とする。 

② 電力の排出係数は、大和ハウス工業(株)の令和 2 年度調整済排出係数 0.523kg-CO2/kWh を使用。 

  ③化学物質は生産に使用するインキ成分が主で、削減することが出来ないので使用量把握とする。 

③ グリーン購入は事務用品が主であるが、品目的に購入する物が限られてきたので、活動は進めるものの 

   購入比率は止めて定性評価とする。  

  

4-2-4 藤沢工場                                                 (2022年 4 月 28日 改定) 

      年 度 
単位 

2021年度 2022 年度 2023 年度 2024 年度 

  項 目   実績 目標 目標 目標 

電力の二酸化炭素削減 電気使用量     kWh 22,511 22,286 22,286 22,286 

  原単位 kWh/t 1,344 1,330 1,330 1,330 

自動車燃料の二酸化炭素

排出量削減 

ガソリン使用量  ℓ 3,020 2,990 2,990 2,990 

軽油使用量     ℓ 5,375 5,318 5,318 5,318 

その他燃料の二酸化炭素

削減 

LPG使用量       kg 0 0 0 0 

灯油使用量     ℓ 0 0 0 0 

二酸化炭素排出量 kg-CO2 31,108 30,486 30,486 30,486 

一般廃棄物の削減 自社廃棄物 kg 235 233 233 233 

産業廃棄物の削減 
自社廃棄物      kg ― 廃棄量把握 廃棄量把握 廃棄量把握 

原単位 kg/t ― ― ― ― 

水使用量削減 水道水使用量    ㎥ ― ― ― ― 

生産量 段ボールケース t 17  17 17 17 

有害化学物質適切管理 ― 使用量把握 チェックシートで評価 

グリーン購入の推進 ― 購入量把握 チェックシートで評価 

製品への環境配慮 ― FSC 製品商品化   チェックシートで評価 

 

主な改正点 

① 2022 年度以降の目標値は前年度実績に対する増減とし、2023 年度、2024 年度は同じ目標値とした。 

   原単位は 0.01 削減とする。 

② 電力の排出係数は東京電力エナジーパートナー㈱の令和 2 年度調整済実績 0.441kg-CO2/kWh を使用 

③ 産業廃棄物の 2022 年度は数量把握とし、目標値は 2023 年度以降設定予定。 

④ 水使用量は敷地内会社との共用に付き測定出来ないので定性評価とする。 

⑤ 化学物質は繰越量、使用量が不明確なので購入量把握とする。 

⑥ グリーン購入は事務用品が主であるが、品目的に購入する物が限られてきたので、活動は進めるものの 

   購入比率は止めて定性評価とする。 
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   第 2 次中期 3 ヵ年計画に於ける環境経営計画の主要な内容は以下のとおりです。 

   ○：対象  －：対象外 

環境経
営方針 

活動テーマ 環境活動実施内容 
野田 
工場 

いわき    
工場 

須賀川 
工場 

藤沢 
工場 

二酸化
炭素 
排出量 
削減 

電力の二酸化炭素削減     

実施内容 

不必要な照明の消灯 ○ ○ ○ ○ 

空調の適温化/適度使用 ○ ○ ○ ○ 

空調機フィルター定期的清掃 ○ ○ ○ ○ 

生産工程の最適化 ○ ○ ○ ○ 

PC 電源一括コントロール ○ ― ― ― 

中期計画 
LED 照明への更新 ○ ○ ○ ○ 

省エネタイプエアコンへの更新 ○ ○ ○ ○ 

自動車燃料の二酸化炭素削減     

実施内容 エコドライブ等運転方法の配慮 ○ ○ ○ ○ 

中期計画 
車両更新時低燃費車選択 ○ ○ ○ ○ 

運転チェックシート導入 ○ ○ ○ ○ 

ボイラーの二酸化炭素削減     

実施内容 適正運転方法の確立 ○ ― ― ― 

廃棄物
削減 

一般廃棄物の削減     

実施内容 

印刷物部数が最小になるよう考慮 ○ ○ ○ ○ 

社内用印刷物の両面使用 ○ ○ ○ ○ 

社内用文書の裏紙活用 ○ ○ ○ ○ 

文書の電子化によるペーパーレス
化促進 

○ ○ ○ ○ 

中期計画 

分別回収ボックスの適正配置 ○ ○ ○ ○ 

納品の際の梱包、包装資材等の削
減 

○ ○ ○ ○ 

ペーパーレス FAX システム導入 ○ ○ ○ ○ 

産業廃棄物削減     

実施内容 
不良在庫防止の徹底 ○ ○ ○ ○ 

作業ミスによる廃棄量の削減 ○ ○ ○ ○ 

中期計画 
塗料や洗浄剤等のタンク集約化 ○ ○ ○ ― 

水質汚濁法令基準より厳しい自主
管理基準設定 

○ ○ ○ ○ 

水使用
量削減 

水道水の削減 
    

実施内容 
日常的な節水の励行 ○ ○ ○ ○ 

生産工程において節水の励行 ○ ○ ○ ○ 

中期計画 生産工程で使用する水の再利用 ○ ○ ○ ○ 

バルブの調整による水量・水圧の調節 ○ ○ ○ ○ 

雨水利用 ○ ○ ○ ○ 

化学物

質削減 

有害化学物質の適切な管理     

実施内容 使用化学物質の把握 ○ ○ ○ ○ 

中期計画 代替物質への切り替え ○ ○ ○ ― 

グリー

ン購入 

グリーン購入の推進     

実施内容 事務用品のグリーン購入 ○ ○ ○ ○ 
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     注 1.野田工場のボイラーは 2022 年 9 月末で撤去しました。従って上記はそれまでの期間が対象です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

6-1 野田工場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  2022 年度実績における電力の排出係数は、北海道電力㈱の 0.601kg-CO2/kWh を用いた。 

 (注-1) 野田工場のボイラーは 2022年 9月末で停止しました。上記データはそれまでの実績です。 

 

環境配

慮 

製品への環境配慮     

実施内容 
環境配慮製品販売促進 ○ ○ ○ ○ 

PRTR 物質の削減、代替 ○ ○ ○ ― 

中期計画 
環境配慮製品の販売目標設定、 

計画的販売促進 
○ ○ ○ ○ 

                年 度 

  項 目 

2022年度 

（2022年 4月～2023年 3月） 

目標 実績 評価 

電力の二酸化炭素削減 
電気使用量 kWh 742,078 

67.83 

15,869 

1,865 

85,640 

7.83 

7,310 

0.66 

0 

766,467 

1,638 

24,849 

2.27 

822 

4,140 

6,909677,285 

571,071 ○ 

原単位 kWh/t 67.83 68.94 △ 

自動車燃料の二酸化炭
素排出量削減 

ガソリン使用量ℓ 15,869 18,275.78 × 

軽油使用量 ℓ 1,865 1,566 〇 

ボイラーの二酸化炭素
排出量削減(注-1) 

LPG使用量 kg 85,640 36,387 ○ 

原単位 kg/t 7.83 4.39 〇 

その他燃料の二酸化炭
素削減 

LPG使用量 kg 7,310 5,134 ○ 

原単位 Kg/t 0.66     0.62 〇 

灯油使用量 ℓ 0 65 × 

二酸化炭素排出量 kg-CO2 766,467 514,378.61 ○ 

一般廃棄物の削減 自社廃棄物 kg 1,638 1,595 ○ 

産業廃棄物の削減 
自社廃棄物  kg 24,849 28,330 × 

原単位 kg/t 2.27 3.42 × 

節水 水道水使用量㎥ 822   590.5 〇 

生産量(注-1) 
段ﾎﾞｰﾙｼｰﾄ t 4,140 1,718.45 － 

段ﾎﾞｰﾙｹｰｽ t 6,909 6,564.96 － 

有害化学物質の適切な
管理 

化学物質使用量
 把握 使用量把握 使用量把握

(負荷シート記載) 〇 

グリーン購入の
推進 ｸﾞﾘｰﾝ購入比率 % 購入量把握 購入量把握 〇 

製品への環境配慮  ― FSC製品     
販売促進 

FSC製品  
商品化      〇 

6.  環境経営目標の実績 
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<2022年度環境経営活動のまとめ> 

① 2022年 9月にコルゲートを撤去したことに伴い、電気、ボイラー燃料、LPG、二酸化炭素総排出量、産

業廃棄物、各項目の原単位の数値に大きく変化が生じた。 

② 産業廃棄物の削減は、10月以降に汚泥をまとめて処理した為、大幅に廃棄量が増加した。 

③ 水道水の削減は、日頃からの節水意識、及び水漏れ等の管理が徹底され、使用量が減少した。 

④ 有害化学物質の適切な管理は含有物質の使用量把握が確実に出来た。 

⑤ グリーン購入は事務用品で継続的に実施した。 

 

 

 

6-2 いわき工場 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年度実績における電力の排出係数は、大和ハウス工業㈱の 0.523kg-CO2/kWh を使用。 

                年 度 

  項 目 

2022年度 

（2022年 4月～2023年 3月） 

目標 実績 評価 

電力の二酸化炭素削減 
電気使用量 kWh 279,871 265,296 ○ 
原単位 kWh/t 62.37 58.83 ○ 

自動車燃料の二酸化炭素
排出量削減 

ガソリン使用量ℓ 7,499 7,448.18 ○ 

軽油使用量 ℓ 0 0 ― 
その他燃料の二酸化炭素
削減 

LPG使用量 kg 30 28.9 ○ 
灯油使用量 ℓ 278 223 ○ 

二酸化炭素排出量 kg-CO2 164,553 156,671.56 ○ 

一般廃棄物の削減 自社廃棄物 kg 635 628.63 ○ 

産業廃棄物の削減 
自社廃棄物  kg 11,217 5,720 ○ 
原単位 kg/t 2.51 1.27 ○ 

節水 水道水使用量㎥ 413 382.5 ○ 
生産量 段ﾎﾞｰﾙｹｰｽ t 4,498 4,509.22 － 
有害化学物質の適切な管
理 

化学物質使用量
 把握 

使用量把握 
使用量把握(負荷

シート記載) 
○ 

グリーン購入の推進 ｸﾞﾘｰﾝ購入比率 % 購入量把握 購入量把握 ○ 

製品への環境配慮  ― 
FSC製品     
販売促進 

FSC製品商品化      ○ 
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<2022年度環境経営活動のまとめ> 

① 電気、ガソリン、LPGともに目標達成となった。引き続き生産工程の効率化に努める。 

② 廃棄物削減でも大幅に削減することができた。今後も３Ｓ強化の上、廃棄物削減を徹底していく。 

③ 水道水の削減は節水意識の浸透で使用量が減少した。 

③ 有害化学物質の適切な管理は含有物質の使用量把握が確実に出来た。 

④ グリーン購入は事務用品で継続的に実施した。 

 

 

 

6-3 須賀川工場 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年度実績における電力の排出係数は、大和ハウス工業㈱の 0.523kg-CO2/kWh を使用 
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二酸化炭素排出量 生産量あたり

                年 度 

  項 目 

2022年度 

（2022年 4月～2023年 3月） 

目標 実績 評価 

電力の二酸化炭素削減 
電気使用量 kWh 131,409 129,272 ○ 
原単位 kWh/t 49.5 51.48 △ 

自動車燃料の二酸化炭
素排出量削減 

ガソリン使用量ℓ 4,216 4,571.64 × 

軽油使用量 ℓ － － ― 

その他燃料の二酸化炭
素削減 

LPG使用量 kg 28 25.5 ○ 
灯油使用量 ℓ 1,832 1,840 △ 

二酸化炭素排出量 kg-CO2 83,152 82,873.56 ○ 

一般廃棄物の削減 自社廃棄物 kg 475 475.9 △ 

産業廃棄物の削減 
自社廃棄物  kg 3,871 1,740 ○ 

原単位 kg/t 1.47 0.69 ○ 

節水 水道水使用量㎥ 394 271 ○ 

生産量 段ﾎﾞｰﾙｹｰｽ t  2,669 2,511.26 ○ 

有害化学物質の適切な
管理 

化学物質使用量
 把握 使用量把握 使用量把握

(負荷シート記載) ○ 

グリーン購入の推進 ｸﾞﾘｰﾝ購入比率 % 購入量把握 購入量把握 ○ 

製品への環境配慮  ― FSC製品     
販売促進 

FSC製品  
商品化      ○ 
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<2022年度環境経営活動のまとめ> 

① 電気使用量の原単位、ガソリン使用量が目標未達成となった。段ボール製品の軽量化、ロス削減に 

取り組む中、より一層の生産効率化に努める。 

② 産業廃棄物削減では、大きな廃棄物がなく大幅な目標達成となった。 

引き続き廃棄物の削減に努める。 

③ 冬季の寒波の影響により、灯油使用量が増加。 

④ 水道水の削減は、節水意識の浸透、及び水漏れ等の管理が徹底され、目標達成となった。 

⑤ 有害化学物質の適切な管理は含有物質の使用量把握が確実に出来た。 

⑥ グリーン購入は事務用品で継続的に実施した。 

 

 

6-4 藤沢工場 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年度実績における電力の排出係数は、東京電力の 0.441kg-CO2/kWh を使用 
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2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

二酸化炭素排出量 生産量あたり

                年 度 

  項 目 

2022年度 

（2022年 4月～2023年 3月） 

目標 実績 評価 

電力の二酸化炭素削減 
電気使用量 kWh 22,286 22,683 △ 
原単位 kWh/t 1,330 1,401.05 ✕ 

自動車燃料の二酸化炭
素排出量削減 

ガソリン使用量ℓ 2,990 2,198.06 ○ 

軽油使用量 ℓ 5,318 5,881.68 × 
その他燃料の二酸化炭
素削減 

LPG使用量 kg ― ― ― 
灯油使用量 ℓ ― ― ― 

二酸化炭素排出量 kg-CO2 30,486 30,277.44 ○ 
一般廃棄物の削減 自社廃棄物 kg 233 200 ○ 

産業廃棄物の削減 
自社廃棄物  kg － 450 － 
原単位 kg/t － 27.79 － 

節水 水道水使用量㎥ ― 
 (取組チェック

にて評価) 
－ 

生産量 段ﾎﾞｰﾙｹｰｽ t 17 16.19 － 

有害化学物質の適切な
管理 

化学物質使用量
 把握 

使用量把握 使用量把握 ○ 

グリーン購入の推進 ｸﾞﾘｰﾝ購入比率 % 購入量把握 購入量把握 ○ 

製品への環境配慮  ― 
FSC製品     
販売促進 

FSC製品  
商品化      

○ 
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<2022年度活動のまとめ> 

①  電気使用量の原単位では目標未達成となった。売り上げを増やすとともに生産効率を高められるよう

根本的な見直しを行う。 

② 軽油使用量が目標未達成。配送回数増が大きく影響しているので、配送頻度についても見直しを行う。    

一般廃棄物は目標値達成。産業廃棄物は数量を把握した。 

③ 節水活動は水道水が共用の為に計測が出来ないので取り組みチェック表で定性評価した。 

  その結果、節水活動は日常的に実施していた。 

⑤  有害化学物質の適切な管理は含有物質の購入量把握が確実に出来た。 

⑥  グリーン購入は事務用品で継続的に実施した。 
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7.1 環境経営計画実施状況 

◎よくできた ○まあまあできた △あまりできなかった ×全くできなかった    

 

環境経

営方針 
活動テーマ 環境経営計画実施内容 

野田 

工場 

いわき

工場 

須賀川

工場 

藤沢 

工場 

二酸化
炭素 
排出量 
削減 

電力の二酸化炭素削減     

実施内容 

不必要な照明の消灯 ○ ○ ○ ○ 

空調の適温化/適度使用 ○ ○ ○ ○ 

空調機フィルター定期的清掃 ○ ○ ○ ○ 

生産工程の最適化 ○ ○ ○ ○ 

PC 電源一括コントロール ○ ― ― ― 

中期計画 
LED 照明への更新 ○ ○ ○ △ 

省エネタイプエアコンへの更新 ○ ○ ○ △ 

自動車燃料の二酸化炭素削減     

実施内容 エコドライブ等運転方法の配慮 ○ ○ ○ ○ 

中期計画 
車両更新時低燃費車選択 ○ ○ ○ ○ 

運転チェックシート導入 ○ ○ ○ ○ 

ボイラーの二酸化炭素削減 (注-1)     

実施内容 適正運転方法の確立 ○ ― ― ― 

廃棄物
削減 

一般廃棄物の削減     

実施内容 

印刷物部数が最小になるよう考慮 ○ ○ ○ ○ 

社内用印刷物の両面使用 ○ ○ ○ ○ 

社内用文書の裏紙活用 ○ ○ ○ ○ 

文書の電子化によるペーパーレス
化促進 

△ △ △ △ 

中期計画 

分別回収ボックスの適正配置 ○ ○ ○ ○ 

納品の際の梱包、包装資材等の 
削減 

○ ○ ○ ○ 

ペーパーレス FAX システム導入 ✕ ✕ ✕ ✕ 

 産業廃棄物削減     

 
実施内容 

不良在庫防止の徹底 ○ ○ ○ ○ 

作業ミスによる廃棄量の削減 ○ ○ ○ ○ 

 
中期計画 

塗料や洗浄剤等のタンク集約化 ○ ○ △ ― 

水質汚濁法令基準より厳しい自主
管理基準設定 

○ ○ ○ ○ 

水使用
量削減 

水道水の削減     

実施内容 
日常的な節水の励行 ○ ○ ○ ○ 

生産工程において節水の励行 ○ ○ ○ ○ 

中期計画 生産工程で使用する水の再利用 ○ ○ ○ ○ 

バルブの調整による水量・水圧の
調節 

○ ○ ○ ○ 

雨水利用 ✕ ✕ ✕ ✕ 

化学物
質削減 

有害化学物質の適切な管理     

実施内容 使用化学物質の把握 ○ ○ ○ ○ 

中期計画 代替物質への切り替え ✕ ✕ ✕ ✕ 

グリー
ン購入 

グリーン購入の推進     

実施内容 事務用品のグリーン購入 ○ ○ ○ ○ 

環境配 製品への環境配慮     

7.  環境経営計画の実績 
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(注-1)野田工場のボイラーは 2022 年 9 月に停止しました。上記の評価はそれまでの実績評価です。 

 

<2022年度環境経営活動のまとめ> 

   2022年度環境活動の評価は上記のとおりでした。 

   2023年度以降は×△を○にすべく取り組んで行きます。 

 

 
 
 
7.2 内部監査実施結果 
   内部監査は 2023年 3月 14日～3月 17日の期間に各工場で実施しました。 

   内部監査結果、一般廃棄物業者との契約、産業廃棄物 置き場の確認、整理整頓の指摘、ガソリン、

軽油使用量の削減に向けた提案等がありました。野田工場において連続した目標未達成項目があり、

是正処置対象となりました。今後の目標達成に向けた取り組みについて確認しました。 

 

 
 
 
7.3 地域環境活動 

飛島建設株式会社 様のお呼びかけにより始まった、毎年恒例 5月 30日の「ゴミゼロ」運動。 

工場周辺一帯の清掃を行いました。この運動が派生し、月一回以上の周辺清掃を行っています。 

           

 

      

 

 

 

 

 

 

慮 
実施内容 

環境配慮製品販売促進 ○ ○ ○ ○ 

PRTR 物質の削減、代替 ✕ ✕ ✕ ✕ 

中期計画 
環境配慮製品の販売目標設定、 
計画的販売促進 

○ ○ ○ ○ 
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7.4 緊急時訓練実施 

各工場において地震を想定した避難訓練を行いました。  

 

               
野田工場                    いわき工場 

 

                                     

須賀川工場                    藤沢工場 

 
 

 

7.5 社会貢献活動 

第 19回千葉県生涯者技能競技大会 アビリンピック千葉 2022 競技種目 製品パッキングにて 

競技課題の設計・競技資材の提供、及び大会当日の審査員、補佐員の派遣を致しました。 
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7.6 ちば SDGsパートナー登録制度に認定されました 

１ 関係する SDGs 目標（ゴール） 

2 SDGs 達成に向けた経営方針等 

 SDGs 推進に取り組む他企業や地域の様々な団体、学校等と連携し、持続可能な社会づくりを進めます。 

 ・エコアクション 21 環境経営を進め、環境に配慮した経営を進めます。 

 ・事業者から排出された廃棄物の適正処理に努めます。 

 ・取引事業者様へ SDGs を知ってもらえるよう、普及啓発に取り組みます。 
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8-1 野田工場  (2023年 4月 27日改定) 

 

主な改正点 

① 2022 年 9 月のコルゲート停止、及びシート生産終了に伴い、電気、LPG、二酸化炭素排出量、各項目の

原単位の数値が大幅に変更となった。そのため、2023 年度は目標値の設定が困難なため数値把握とし、

2024 年度から目標値を定めることとする。 

  ②電力の排出係数は、北海道電力㈱の令和 2 年度調整後排出係数 0.601kg-CO2/kWh を使用。 

③化学物質は生産に使用するインキ成分が主で、削減することが出来ないので使用量把握とする。 

④グリーン購入は事務用品購入で実施する。 

 

 

 

 

 

      年 度 
単位 

2022年度 2023年度 2023年度 

  項 目   実績 当初目標 改定目標 

電力の二酸化炭素削減 電気使用量     kWh 571,071 742,078 使用量把握 

  原単位 kWh/t 68.94 67.83 原単位把握 

自動車燃料の二酸化炭

素排出量削減 

ガソリン使用量  ℓ 18,275.78 15,869 18,093.02 

軽油使用量     ℓ 1,566 1,865 1,550 

その他燃料の二酸化炭

素削減 

LPG 使用量       kg 5,134 7,310 使用量把握 

原単位 kg/t 0.62 0.66 原単位把握 

灯油使用量     ℓ 65 0 64 

二酸化炭素排出量 kg-CO2 514,378.61 766,467  排出量把握 

一般廃棄物の削減 自社廃棄物 kg 1,595 1,638 1,579 

産業廃棄物の削減 
自社廃棄物      kg 28,330 24,849 28,047 

原単位 kg/t 3.42 2.27 原単位把握 

水使用量削減 水道水使用量    ㎥ 590.5 822 584.6 

生産数量 段ボールケース t 6,564.96   6,909 ― 

有害化学物質適切管理 ― 使用量把握 チェックシートで評価 

グリーン購入の推進 ― 購入量把握 チェックシートで評価 

製品への環境配慮 ― 
FSC 製品     

商品化   
チェックシートで評価 

8． 次年度の環境経営目標及び環境経営計画 
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8-2) いわき工場                     (2023年 4月 27日改定) 

      年 度 
単位 

2022度 2023年度 2023年度 

  項 目   実績 当初目標 改定目標 

電力の二酸化炭素削減 電気使用量     kWh 265,296 279,871 262,643 

  原単位 kWh/t 58.83 62.37 58.24 

自動車燃料の二酸化炭

素排出量削減 

ガソリン使用量  ℓ 7,448.18 7,499 7,374.7 

軽油使用量     ℓ 0 0 0 

その他燃料の二酸化炭

素削減 

LPG 使用量       kg 28.9 30 28.61 

灯油使用量     ℓ 223 278 221 

二酸化炭素排出量 kg-CO2 156,671.56 164,553  145,912.33 

一般廃棄物の削減 自社廃棄物 kg 628.63 635 622.34 

産業廃棄物の削減 
自社廃棄物      kg 5,720 11,217 5,663 

原単位 kg/t 1.27 2.51 1.26 

水使用量削減 水道水使用量    ㎥ 382.5 413 378.68 

生産量 段ボールケース t 4,509.22 4,498 ― 

有害化学物質適切管理 ― 使用量把握 チェックシートで評価 

グリーン購入の推進 ― 購入量把握 チェックシートで評価 

製品への環境配慮 ― 
FSC 製品     

商品化   
チェックシートで評価 

 

主な改正点 

  ①2023 度の目標値は前年度実績に対する増減とした。 

   原単位は 0.01 削減とする。 

  ②電力の排出係数は、東北電力(株)の令和 3 年度調整後排出係数 0.488kg-CO2/kWh を使用。 

  ③化学物質は生産に使用するインキ成分が主で、削減することが出来ないので使用量把握とする。 

  ④グリーン購入は事務用品が主であるが、品目的に購入する物が限られてきたので、活動は進めるものの 

   購入比率は止めて定性評価とする。 

➄新規増設エリアについては実績把握とする。 

 

 

 

4-3 須賀川工場                                       (2023年 4月 27日 改定) 

      年 度 
単位 

2022度 2023年度 2023年度 

  項 目   実績 当初目標 改定目標 

電力の二酸化炭素削減 電気使用量     kWh 129,272 131,409 127,979 

  原単位 kWh/t 51.48 49.5 50.97 

自動車燃料の二酸化炭

素排出量削減 

ガソリン使用量  ℓ 4,571.64 4,216 4,525.92 

軽油使用量     ℓ 0 0 0 
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その他燃料の二酸化炭

素削減 

LPG 使用量       kg 25.5 28 25.25 

灯油使用量     ℓ 1,840 1,832 1,822 

二酸化炭素排出量 kg-CO2 82,873.56 83,152 77,565.55 

一般廃棄物の削減 自社廃棄物 kg 475.9 475 471.14 

産業廃棄物の削減 
自社廃棄物      kg 1,740 3,871 1,723 

原単位 kg/t 0.69 1.47 0.68 

水使用量削減 水道水使用量    ㎥ 271 394 268.29 

生産量 段ボールケース t 2,511.26 2,669 － 

有害化学物質適切管理 ― 使用量把握 チェックシートで評価 

グリーン購入の推進 ― 購入量把握 チェックシートで評価 

製品への環境配慮 ― 
FSC 製品     

商品化   
チェックシートで評価 

 

主な改正点 

  ①2023 年度の目標値は前年度実績に対する増減とした。 

   原単位は 0.01 削減とする。 

  ②電力の排出係数は、東北電力(株)の令和 3 年度調整後排出係数 0.488kg-CO2/kWh を使用。 

  ③化学物質は生産に使用するインキ成分が主で、削減することが出来ないので使用量把握とする。 

  ④グリーン購入は事務用品が主であるが、品目的に購入する物が限られてきたので、活動は進めるものの 

   購入比率は止めて定性評価とする。 

 

 

 

4-4 藤沢工場                                    (2023年 4月 27日 改定) 

      年 度 
単位 

2022年度 2023 年度 2023 年度 

  項 目   実績 当初目標 改定目標 

電力の二酸化炭素削減 電気使用量     kWh 22,683 22,286 22,456.17 

  原単位 kWh/t 1,401.05   1,330 1,387.04 

自動車燃料の二酸化炭素

排出量削減 

ガソリン使用量  ℓ 2,198.06 2,990 2,176.08 

軽油使用量     ℓ 5,881.68 5,318 5,822.86 

その他燃料の二酸化炭素

削減 

LPG使用量       kg 0 0 0 

灯油使用量     ℓ 0 0 0 

二酸化炭素排出量 kg-CO2 30,277.44 30,486  29,974.66 

一般廃棄物の削減 自社廃棄物 kg 200 233 198 

産業廃棄物の削減 
自社廃棄物      kg 450 廃棄量把握 446 

原単位 kg/t 27.79 ― 27.51 

水使用量削減 水道水使用量    ㎥ ― ― ― 

生産量 段ボールケース t 16.19  17 ― 

有害化学物質適切管理 ― 使用量把握 チェックシートで評価 
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グリーン購入の推進 ― 購入量把握 チェックシートで評価 

製品への環境配慮 ― 
FSC 製品    

商品化   
チェックシートで評価 

主な改正点 

  ①2023 年度の目標値は前年度実績に対する増減とした。 

   原単位は 0.01 削減とする。 

  ②電力の排出係数は東京電力エナジーパートナー㈱の令和 2 年度調整後排出係数 0.441kg-CO2/kWh を使用 

  ③水使用量は敷地内会社との共用に付き測定出来ないので定性評価とする。 

  ④化学物質は繰越量、使用量が不明確なので購入量把握とする。 

  ⑤グリーン購入は事務用品が主であるが、品目的に購入する物が限られてきたので、活動は進めるものの 

   購入比率は止めて定性評価とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
当社に関係する環境関連法規制は次の通りです。            ■は該当部門 

法規制等の名称 該当する要求事項 該当する設備・項目 

野
田
工
場 

い
わ
き
工
場 

須
賀
川
工
場 

藤
沢
工
場 

基
本
・
一
般 

環境基本法 

環境の保全に関する施策を総
合的かつ計画的に推進するた
め、環境の保全についての基
本理念を規定。 

 ― ■ ■ ■ ■ 

地球温暖化対策
の推進に関する
法律 

・事業者の責務（温室効果ガス
の排出の抑制に努める） 

 ― ■ ■ ■ ■ 

大 
 

 

気 

大気汚染防止法 

・事故時の措置と届出 野田工場に LPガス
使用のボイラーがあり
ましたが 2022年 9
月に停止し 2023年
3月に撤去しました 

 ― ― ― ― 

・特定施設の届出 ― ― ― ― 

・排出基準の遵守 ― ― ― ― 

・排出濃度の測定・記録（3年
保存）、監視 

― ― ― ― 

NOｘ・PM法 
・対策地区内で排気ガス規制に
適合した自動車の使用 

・運搬車  ■ ― ― ■ 

フロン排出規制法 
・空調機 7.5kW以下の簡易点
検 

・エアコン 
(スポット含む) 

■ ■ ■ ■ 

水
質 

浄化槽法 
・使用届 ・浄化槽 ■ ■ ■ ― 

・定期水質検査 ■ ■ ■ ― 

水質汚濁防止法 

・有害物質使用設備の届出         ― ― ― ― ― 

・漏洩防止、浸透防止の年一回
の定期点検。 

・野田工場重油タンク
廃止(廃止届) 

― ― ― ― 

・工場排水(特定施設) ・排水処理施設 ■ ■ ■ ― 

9． 環境関連法規等の遵守状況の確認 

及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 
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騒
音 

騒音規制法 

・特定施 
設の事前届出 

・印刷機械 
・プラテン（機械プレ
ス） 

■ ■ ― ― 

・地域別騒音基準の遵守 ■ ― ― ― 

振
動 

振動規制
法                                                                                                                      

・特定施設の事前届出 ・印刷機械 
・コルゲートマシン
(2022年 9月停止) 

■ ― ― ― 

・地域別振動基準の順守 ― ― ― ― 

廃
棄
物 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

廃棄物処理法 

・委託基準：一廃収集業者の許
可の確認 

・一般廃棄物(紙く
ず、繊維くず、生ごみ
など) 

■ ■ ■ ■ 

・委託基準：産廃収集運搬・処
理業者の許可の確認、契約  

・産業廃棄物（金属
類・廃プラ類・廃ガラ
ス・廃油・木製パレッﾄ 

■ ■ ■ ■ 

・マニフェスト交付 
 B2・Ｄ票 90日、Ｅ票 180日以
内に送付されない場合は 30日
以内の知事への報告 
 A、B2、D、E票の保管（5年
間）   

 

■ ■ ■ ■ 

・多量排出事業者の報告（1000
トン／年以上） 

  
― ― ― ― 

・産業廃棄物管理票交付等状
況報告書の提出 

  
■ ■ ■ ■ 

・帳簿の作成（特別管理廃棄
物） 

  
― ― ― ― 

・自社による運搬時の表示、書
類携行 

  
― ― ― ― 

ｸ
ﾞﾘｰ

ﾝ
 

購
入 グリーン購入法 

できる限り環境物品等を選択す
るよう努める 

購入品・調達品 
購入先・外注先 ■ ■ ■ ■ 

容
器
包
装ﾘ

ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ 

容器包装リサイク
ル法 

・再商品化義務 容器の利用 ■ ■ ■ ■ 

定期報告義務 
・前年度に用いた容器包装の
量が 50 トン以上 

 
― ― ― ― 

化
学
物
質 

化学物質排出把
握管理促進法
（PRTR法） 

・第 1種指定化学物質取扱者
は排出・移動量を報告（年間取
扱量１トン以上で従業員 21名
以上の場合） 

第 1種指定化学物
質(462 物質) 

― ― ― ― 

・性状及び取扱に関する情報
（ＳＤＳ）の受取・発行 

第 2種指定化学物
質(100 物質)も対象 

■ ■ ■ ■ 

危
険
物 

消防法 

・危険物保管の指定数量以上
の許可申請 
・危険物保管の指定数量以上
の危険物取扱者の届出 

・A重油→LPG 
・地下ﾀﾝｸ→LPG ﾀﾝ
ｸ 

■ ― ― ― 

指定数量未満の危険物保管の
扱い 

― ― ― ― 

指定可燃物届け出 紙類 ― ― ― ― 
 
2022年度の野田工場、いわき工場、須賀川工場、藤沢工場での環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、
環境関連法規制等は遵守されていました。 
尚、関係当局よりの違反等の指摘は、過去３年間ありませんでした。又、周辺地域住民からの苦情等も 
ありませんでした。 
 
 

 

 

 

 

 



26 

 

 

 

 

 

 

[見直しに必要な情報]  (管理責任者の報告及び改善への提案) 
[取り組み状況の評価結果] 

① 環境関連法規制等の遵守状況（環境関連法規等遵守評価記録による）                                     
・野田工場、いわき工場、須賀川工場、藤沢工場の定期評価結果は全て遵守されていた。 

②問題点の是正処置及び予防処置の状況 
  ・連続した目標未達成項目の該当があり是正処置の対象となった。 

  ・軽微な指摘事項については対策実施状況と有効性を確認する。 

③前回までの代表者の指示事項への対応- - -ＰＤＣＡサイクルの継続実施に就いては実施されている。  

 ＜改善への提案＞ 
 ・月次データの迅速な集計体制の構築、及び未達項目への迅速な対応。 

[2022 年度環境目標・環境活動計画の達成状況]  (対象期間：2022.4.1～2023.3.31) 

目標項目 

目標値達成状況 活動計画実施状況 

コメント 
（目標値・活動計画に対するコメント） 

野
田
工
場 

い
わ
き
工
場 

須
賀
川
工
場 

藤
沢
工
場 

野
田
工
場 

い
わ
き
工
場 

須
賀
川
工
場 

藤
沢
工
場 

電力の CO2削減          

   ・使用量 ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ 野田工場はコルゲート停止に伴い大幅に減少 

  ・原単位 △ ○ △ ✕ ○ ○ ○ ○ 生産効率化、及びロス削減を心掛ける事 

自動車燃料の CO2削減          

   ・運搬車輌(軽油) ○ ― ― ✕ ○ ― ― ○ 引き続き配送の効率化を図ること 

   ・営業車(ガソリン) ✕ ○ ✕ ○ ○ ○ ○ ○ 更新時エコカー導入を検討すること 

ボイラー燃料の CO2削減          
野田工場のシート生産 9 月終了によりボイラ
ーも停止しましたのでそれまでの実績評価 

 ・使用量 ○ ― ― ― ○ ― ― ― コルゲート停止に伴い次年度以降項目削除 

 ・原単位 ○ ― ― ― ○ ― ― ― コルゲート停止に伴い次年度以降項目削除 

その他の削減          

 ・LPG ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ― 
野田工場はコルゲート停止に伴うフォークリ
フト稼働率減少の影響あり 

 ・灯油 ✕ ○ △ ― ○ ○ ○ ― 冬場の使用量増 

二酸化炭素排出量の削減 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 野田工場はコルゲート停止に伴い大幅に減少 

廃棄物の削減          

・一般廃棄物 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 
ペーパーレス化を進め、ムダの更なる徹底が
必要。 

・産業廃棄物          

 ・廃棄量 ✕ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ３Ｓ強化を進めること 

 ・原単位 ✕ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 作業ミスなどの更なる低減を継続すること 

水道水の削減 ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ― 
藤沢工場は供用の為、定性評価を行った。 

引き続き、節水・水漏れ等なきよう事前管理
に努める事。 

有害化学物質の管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

PRTR 物質の使用量を把握した。 

使用材料は印刷インキに含まれており削減は 

難しいので定性評価とする。 

但し、年間使用量は把握する。 

グリーン購入の推進 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
事務用品について実施した。購入比率 up は難
しいので定性評価とする。 

 

10． 代表者による全体評価と見直し結果 
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[代表者による見直し]   変更の必要性の有無・指示事項 

[環境経営方針]     変更の必要性：   □有   ■無 

[環境経営目標・環境経営計画] 変更の必要性：   ■有   □無 

・2023 年度は事業活動の変更があり 2 次中期 3 ヶ年計画を一部修正して活動を推進する。 

[環境経営システム]  変更の必要性：   □有   ■無 

[総括]  

野田工場では 2022 年 9 月末にて貼合停止を行い、環境要因においてエネルギー関係で大きく変化が生じました。 

貼合停止後の目標設定においては、しっかりと現状分析のうえ設定を行うようにして、真の環境改善が継続できる 

よう取り組んで下さい。 

いわき工場は 2024 年 1 月以降、新工場移転となります。新設備は、印刷検査装置・積付ロボットも導入し、生産性 

及び品質向上の一助となるような設備投資を致します。また、太陽光発電を行い、環境面にも配慮した工場となり 

ます。上手に設備を使いこなして、更なる改善につながるよう取組の程よろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


